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「男山地域まちづくり連携協定」締結式

入・確立、(2) 多世代が根を張るまちづくりとして、高
齢者が住み慣れた地域で住み続けられることを目指し
た「地域包括ケア」の確立、(3) 地域に活力を呼び戻す
まちづくりとして、地域及び団地が連携した新しい機
能及び活動の導入・確立　(4) 住民が主役となるまち
づくりとして、地域の多様な活動主体の育成及び活動
ステージの確保、である。本リーフレットは、この男
山地域まちづくり連携協定の締結式当日の八幡市・UR
都市機構・関西大学・京都府の各締結者による挨拶の
記録である。

【男山まちづくり連携協定締結式　次第】
１）開会、２）出席者紹介、３）趣旨説明、
４）協定書署名、　
５）締結者挨拶（堀口市長・楠見学長・大西支社長・
山田知事）
６）記念撮影、７）閉会、　
８）取り組み紹介（関西大学 江川直樹教授）、
９）質疑応答

１. はじめに
　これまで、男山団地・男山地域を対象に、本地域の
課題や今後の展開について、関係主体が 30 回以上の
会議を重ねてきた。具体的には、KSDP と八幡市の間
で、平成 24 年度より「勉強会」を開始し、同年度よ
り京都府（自治振興課）の協力・支援のもと「戦略会
議」を実施し、地域住民や組織との関係づくり、情報
共有、意見交換を行ってきた。平成 25 年度からはこ
のテーブルに UR 都市機構が加わり、「連携協議会」と
して男山地域の今後取り組むべき課題や方向性につい
て議論を重ね、協力関係の構築を図ってきた。これら
の経緯の中で、平成 25 年 10 月 25 日には、京都府知
事の立会いのもと、八幡市・UR 都市機構・関西大学
が男山団地を含む男山地域の今後のまちづくりに関し
て連携・協力して取り組みを進めていくため、「男山地
域まちづくり連携協定」を締結し、研究の実践的な展
開、検証を可能とする基盤形成が図られた。
　連携・協力事項は、(1) 次世代を育むまちづくりと
して、子どもが豊かに育つために、地域で子育てを支
えあい、ともに育ちあう、分かちあう環境づくりの導

写真１．協定締結者（左から、山田知事、大西支社長、楠見学長、堀口市長）
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２. 三者協定締結の趣旨説明（八幡
市都市計画課まちづくり推進部、藤
田孝志部長）
　男山地域は、日本住宅公団施行の
土地区画整理事業により整備され、
昭 和 47 年 の 第 １ 期 入 居 以 来、40
年以上が経過し、今日まで緑豊かな
住宅地として成熟して参りました。
現在、少子高齢化が進む中、地域、
コミュニティの希薄化などの課題も
浮かび上がっております。そこで、
男山団地の所有・管理者である独立
行政法人 都市再生機構、および八
幡市は、関西大学による「集合住宅
“ 団地 ” の再編（再生・更新）手法
に関する技術開発研究」における男
山地域・男山団地の再生に関する提
案をいただきながら、男山地域のま
ちづくりに取り組んでまいりたいと
考えております。また、今回の協定
締結につきましては、京都府「まち
の課題・チーム型解決事業（まちの
仕事人）」の支援をいただき、実現
したものであることから、京都府の
立ち合いをいただき、関係する三者
が「住みたい、住みつづけたい、男
山」を目指して相互に連携、協力す
ることで合意し、男山地域にまちづ
くり連携協定を締結するものでござ
います。以上が、今回の協定締結の
趣旨でございます。

３．堀口文昭氏（八
幡市長）
　本日、男山地域
まちづくり協定を
締結させていただ
くことになりまし

た。ひとことご挨拶申し上げます。
また、本協定の立会人をお引き受け
いただきました山田京都府知事にお
かれましては、ご多用の中ご臨席
賜りまして誠にありがとうござい
ます。このように本協定締結の実
現に結びつけることができました
のは、ご臨席のみなさまをはじめ、
京都府、UR 都市機構、関西大学の
関係者の皆様方のご尽力のお陰で
ございまして、心から敬意と感謝
を申し上げます。
　ご案内の通り、本市におきまして
も、かつて人口急増が、昭和 40 ～
50 年代後半にかけてあったわけで
ございますが、その原動力というの
は男山地域でございました。しかし、
現時点では人口の減少、集合住宅な
ど地域での高齢化等が進んでいるわ
けでございます。
　男山地域・男山団地と申しますの
は、八幡市民にとりましては、八
幡町から八幡市になったまさに原
動力でございまして、非常に忘れら
れない市としての一つの財産である
と思っております。ところが、その
市としての財産（宝）がそうであり
つづけるためには、残念ながら私共
の知恵では十分取り組めないので、
UR のみなさまや、特に関西大学の
お知恵を拝借しながら、また京都府
のご協力を得て、八幡市の男山地域
における活性化に向けた新しい取組
みを行って参りたいと考えていると
ころでございます。
　そのためには、当然、市も汗を流
す中で、いろんな形で取り組んで参
りたいと思っております。また、本
協定では京都府より大きなサポート
をいただきまして、市町村の課題
解決に協力していただく街の課題 
チーム解決事業を活用させていただ
きましたところ、男山地域のまちづ
くりを多様な形で対応できるプラッ
トフォームづくりについて提案、ま
た牽引していただきましたことに対
しまして心より感謝申し上げます。
　今日まで、関西大学、UR 都市機構、

そして本市が京都府様のサポートを
いただき、男山地域に対して共助を
重ねまして、同じ思いを育て、共有
できたことが、関西では初めてのこ
のような協定の締結、子育てをテー
マにしたもので言うと全国でも初め
てではないかと思いますが、協定締
結に結びついたのではないかと思い
ます。これからは、本日提携いたし
ましたこのプラットフォームに、住
民の皆様にも積極的な参加をいただ
き、将来、男山地域をさらにいきい
きとした街とするために、一層の努
力をする決意でございまして、この
決意を改めて表明させていただきま
して、ご挨拶とさせていただきま
す。本日はどうもありがとうござい
ます。

４．楠見晴重氏（関西大学 学長）
　本 日、 八 幡 市、
そして UR 都市機
構、我々関西大学
が協定を結ぶこと
が で き ま し た の
は、我々にとって
も本当にありがたいことだと思って
おります。また、大変お忙しい中、
京都府の山田知事には立ち合いをお
引き受けいただきまして感謝申し上
げます。
　今回の連携協定締結についてでご
ざいますが、関西大学の先端科学技
術推進機構の中に、地域再生セン
ターというものを設けております。
その地域再生センターの一つの研究
プロジェクトとして、「集合住宅団
地の再編（再生・更新）手法に関す

写真２．締結式会場の様子

写真３．協定書への調印の様子
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る技術開発研究プロジェクト」が中
心となってこの男山団地の再生に関
する研究プロジェクトを行っていき
たいと考えております。
　この研究プロジェクトでございま
すが、文部科学省の競争的研究資金
であります私立大学戦略的研究基盤
形成支援事業に採択されております
研究プロジェクトであります。この
プロジェクトは、5 年間、文部科学
省より資金的な援助を受けるもの
でありますが、関西大学としまして
はこのプロジェクト以外にも地域再
生に関する研究プロジェクトを行っ
ております。今回は、男山団地を実
際の研究フィールドとして提供いた
だきまして、今までにないような団
地再生モデルを構築していきたいと
思っております。すなわち、この団
地の中に、関西大学の研究所（地域
再生センター）のブランチを設け
て、そこには本学の教員、本学の学
生、さらには地域住民の方々が利用
して、それぞれの課題について共に
解決していくというモデルをつくり
ながら、この団地を再生していきた
いと考えております。
　また、この成果は、他の対象でも
十分活用できるような成果が得られ
るのではないかと思いまして、それ
を国内において広く発信していきた
いと考えております。
　本学におきましても、学生がここ
に関わり続けていくということが、
教育効果としても非常に期待してい
るところでございます。すなわち、
このような場を提供していただき、
学生が自ら学び、自ら行動していく
という、本学の教育理念の一つであ
ります「学問と実際の調和」とまさ
に合致したものでございます。
　今回はこのような場を設けていた
だき、ここで発表させていただくと
いうことで、本学にとっても教育の
プレゼンスを更に高めていきたいと
考えております。以上、簡単ではご
ざいますが、私からのご挨拶とさせ
ていただきたいと思います。どうも

ありがとうございました。

５．大西誠氏（独立行政法人都市再
生機構西日本支社長）
　ただいまご紹介
をいただきました
大 西 で ご ざ い ま
す。男山地域まち
づくり連携協定締
結にあたり、ひと
ことご挨拶を申し上げさせていただ
きます。
　まず、本日、ここに連携協定締結
の日を迎えることができましたこと
について、京都府、八幡市、関西大
学の関係者の皆様方に心よりお礼申
し上げたいと思います。
　さて、男山地域は、私共 UR 都市
機構の前身であります日本住宅公団
が、昭和 44 年から開発を始めた地
域でありまして、更に、男山団地は
昭和 47 年から入居を開始した団地
です。UR 賃貸住宅のストックは、
西日本支社管内で約 21 万戸ござい
ます。今回のような公共団体と大学
と UR の三者の連携によるまちづく
りへの取り組みは、西日本支社とし
ては初めての経験です。男山団地は、
建物は古くなりつつありますが、ゆ
とりのある空間や豊かな緑など団地
ならではの魅力を持ってございま
す。この団地を今後とも地域の貴重
な財産として活用するために、時代
の変化に応じて、守るべきものは守
りながら、変えるべきものは変えな
がら、団地の再生・再編を図ってい
くことが必要だという様に考えてご
ざいます。

　私共は団地の再生・再編を推進す
るにあたりまして、高齢者や子育て
世代を含む様々な人々が安心して暮
らせるまちづくりを目指して、医療
と介護や福祉との連携によって、団
地を地域の医療と福祉の拠点として
整備していきたいと考えておりま
す。特に、住宅を中心に医療、介護、
生活支援、予防の連携を図る地域包
括ケアシステムを、地方公共団体や
民間事業者さんと共につくり、いつ
までも住み続けることができる団地
と地域にすること、すなわち「Aging 
in 団地、Aging in 男山」を目指し
ていきたいと考えております。
　また、子育て世代のためにも、八
幡市の積極的な子育て施策との連携
のもと、切れ目のない子育て環境と
子育て世帯に適した生活環境を提供
していきたいと考えています。
　今回の八幡市と関西大学と当機構
との三者によるまちづくり連携協定
の締結を契機としまして、八幡市の
高齢者施策、子育て施策との一層の
連携を進め、繰り返しになりますが、
男山団地を地域の医療と福祉の拠点
として整備する取組みを推進してま
いります。
　また、関西大学には、団地再生へ
の様々なアイディアをいただいてま
いりましたが、今後、団地リノベー
ションの新たなデザインや住民参加
による新たな運営方法のアイディア
など、私共の従来の発想にはない提
案を期待してございます。この三者
連携の取り組みにより、私共は男山
を新たな団地再生のモデルとすべき
取り組んで参る所存でございます。
以上をもちまして、私からのご挨拶
とさせていただきます。今日は大変
ありがとうございました。

６． 山 田 啓 二 氏
( 京都府知事 )
　今日こうして、
八幡市、関西大学、
独立行政法人都市
再生機構西日本支

写真 4．協定締結者
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社の三者によるこれからの男山の再
編・再生に係る協定が結れたことに
対して、関係する皆様に改めて感謝
を申し上げたいと思います。
　京都も様々な課題を北から南まで
抱えておりまして、北のほうではや
はり過疎化・高齢化の問題が非常に
大きな問題となっております。それ
に対しまして、南の方では都市の再
生ということが、非常に大きな課題
となっております。今年、東京オリ
ンピックが開催されることが決まっ
たわけですが、日本での東京オリン
ピックは昭和 39 年に開催されまし
たが、そこから経済成長を経て、一
気に飛躍を遂げたわけでございま
す。しかし、その時に建てられたも
のが、今まさにアセットの時代を迎
えております。しかし、時代は大き
く変わりまして、当時は 0 ～ 14 歳
の子供が 2000 万人の後半くらい
だったと思いますが、今は 1600 万
人と減って、逆に高齢者の数は大変
な数になっているということで、全
く今までとは違う新しい概念で、新
しい思いで地域を再生していかなく
てはならないということになってい
ると思います。そして、その象徴が
この男山団地ではないかと思いま
す。男山団地は、八幡市の人口の
1/6 くらいを占めているわけであり
まして、男山地域でいうと、1/4 く
らいになりますので、まさに八幡
市にとってかけがえのない地域であ
ると思います。その地域ができて
から 40 数年を経ているということ
は、地域にとりましても大変な課題
であると思います。しかし、この地
域は非常に広大かつ大変な人口を抱

えておりますので、一つの市でこの
問題を解決していくことは非常に難
しい、しかも社会環境の変化を考え
ていけば、新しいコンセプトが要る、
そして、その団地を管理されている
のが UR ということで、この三者が
力を合わせていくということによっ
て、本当に今までとは違った体制と
いうよりは、新しい地域をつくって
いくという考え方をもとにできるん
じゃないか、そしてこれはたぶん、
これから大きな問題となってくる高
度成長期における都市の再生・再編
というものの大変なモデルになるの
ではないかと思っております。　　
　京都府も、これは八幡市だけの問
題ではなくて、京都府にとりまして
も大変な問題だということで、「ま
ちの仕事人」という言い方をしてお
りますけれども自治振興課の職員を
派遣して、大きなプロジェクトとし
て取り組んで参ります。そうした中
で、今回いい形で新しいモデルが出
来上がる基盤ができたということで

いくことをお誓い申し上げて、私の
立ち会いの挨拶とさせていただきた
いと思います。どうもありがとうご
ざいました。

7．取り組み紹介
　本締結式終了後、江川直樹教授
が、「集合住宅 “ 団地 ” の再編（再生・
更新）手法に関する技術開発研究」
のプロジェクトの概要と、協定締結
を機に最初の実践的取組として予定
している、コミュニティ拠点『だん
だんテラス』の開設等について説明
を行った。

８．協定締結式後の質疑応答
　協定締結式に出席した記者より、
質疑応答が行われた。記者からは、
これまでの UR 都市機構の連携型の
取り組みと比べて新しい点や、既存
の住戸や店舗、集会所などのストッ
クをどのように活用していくのかに
ついて質問が出された。

ありまして、大変うれしく思ってい
る次第でありますし、これを成功さ
せなければいけないということで、
我々京都府も全力を持って支援をし
ていきたいと思っているところであ
ります。是非とも、これから、UR
のもっている都市再生の知恵、そし
て関西大学の持っているこれからの
地域コミュニティから地域の再生、
そして具体的に地域づくりにあたっ
ている八幡市、この三者のコラボ
レーションのもとに、男山地域の再
生・再編というものが大変な成果を
上げることを心から願い、改めて京
都府もこのためにしっかりと支えて

写真５．江川直樹教授によるプロジェ
クトの取り組み紹介


